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□□　第７章　生活用品のカラーデザイン　□□
1．プロダクト。前章で扱った衣服もプロダクトではある。人が身につける衣服やアクセサリーやバッグなどは、ＴＰＯ〔T　　、P　　、O　　　〕によって、使い分けることが多い。相応しい雰囲気を表すプロダクトが存在するということは、プロダクトが意味を伝える記号（サイン）の役割を果たしているということであろう。

　前章で衣服の似合いの感覚を取り上げたときに、その衣服を身にまとう人と合致したイメージのものが似合うと感じられることを表す実験の結果を紹介した。それではプロダクトではどうだろうか。

　商品は、購買者層を特定し、明確なコンセプトを設定して開発されることが多い。そのコンセプトに従って、形、素材、色が選ばれる。その優先度には、一般に、〔　　　〕＞〔　　　〕＞〔　　　〕というヒエラルキーがあると言われる。第３章で見てきたように、素材の判断は色の印象に影響を与えることがある。色は素材に追従すべきであると言われることがあるのは、このような感性の特性が関連しているのであろう。

　西山によれば、家電製品の色彩については、〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕という考え方、〔　　　　　　　　　　　　　〕とする考え方、〔　　　　　　　　　　　〕とする考え方があるという。それぞれ、〔　　　　〕系の色、〔　　〕と〔　　〕、〔　　　　〕色調の色を使用することが基本となる。

２．車の場合、〔　　　〕、〔　　　〕、シルバーといった、車種によらず好まれる色もあれば、〔　　　　　〕の色、〔　　　　　〕な色のように、車種によって好まれ方が変化する色もある。衣服のベーシックカラーにあたる色と、トレンドカラーにあたる色があるのだと言えよう。プロダクトの世界では、前者が〔　　　　　　　　〕（メジャーカラー）、後者が〔　　　　　　〕と呼ばれる。

　まだ、商品が消費者に浸透していない段階では、多くのカラーバリエーションが用意されることは少ない。カラーバリエーションを増やすことは、通常、コストの増加を伴う。したがって、商品が市場に投入された初期には、少数の無難な色が選択されることが多いだろう。

　無難な色ということになるのかどうかはわからないが、日常の生活用品として使用されている物品の色の調査結果を見ると、〔　　　　〕、〔　　　　〕の占める割合が圧倒的に多い。これらの色が無難な色として選択されることは多そうだ。このことを、色味が乏しい生活環境と結びつけるとらえ方も可能だろうし、人は無彩色に近い色に敏感なので、その近辺の色が使用されることが多いのだと考える人もいるだろう。実際にプロダクトに使用されている色の意味づけについては、今後の調査・研究の展開に期待したい。

３．商品を買ってもらうためには、目立たなければならない。そう考えれば、高彩度色や紫系の色など、通常、あまり使用されていない色を使うということを考えつく。そうなってくると、第２章で学んだ「類似した色は調和する」を満たさない色が、身の回りにあふれかねない。

　商品の目立ちは商品群として、もしくはディスプレイとして確保してはどうかというのが、本書での提案である。

　商品や商品群に着目してもらうには、それらと背景の間にコントラストを設ける必要があろう。そのためには、商品と背景に〔色相差、明度差、彩度差〕をつけること、飾りつけや背景に誘目性の高い〔赤、黄、緑、青、紫〕系の色を用いることが有効な場合が多いだろう。もっとも、雑誌広告の配色の調査では、商品色と背景色の緊密な関係は見られなかった。特別な配慮はさほど必要ないのかもしれない。いや、まだ開拓の余地があるのかも。千々岩らの広告に関する研究は、その可能性を示唆している。

４．色というものを単独で扱っていいのかということは、第３章でも扱った問題意識である。同じ色が、光沢感などによって、違った印象になるということが、往々にしてある。

　たとえば、車のボディの場合、〔　　　　〕カラーと〔　　　　　〕カラーではずいぶん印象が異なる。色を吹き付けるというだけでなく、光輝材を入れることで煌めきを感じられるようにしたり、見る方向によって色が変化して感じられるような塗料の使用により、印象が単調にならないように工夫されている。1mmにも満たない厚さの中に、さまざまな工夫がつまっているのである。

５．近年、ユニバーサルデザインという言葉を耳にすることが多くなった。誰にでもメリットのあるデザイン上の工夫を推進していこうというものである。色に関わる項目として、色覚障害の問題がある。

　色覚障害は、〔　　〕系統の色と〔　　〕系統の色の区別がつきづらいというケースが大半を占める。したがって、青や黒と白や黄の組み合わせは、配色として問題は少ない。茶色と〔　　　〕、〔　　　〕と浅葱色は、〔色相、明度、彩度〕が似通っており、色覚障害者にとって区別しづらい組み合わせである。このように、類似トーンの配色では、配慮が必要なケースが多くなるであろう。

　赤と〔　　〕も、区別がつきづらい。文章を赤線で強調したり、注意事項を赤で書き込むなどというのは普通のことであるが、それがモノクロと変わらない効果しか生まない可能性があるのだ。その場合、朱に寄った赤を用いると色の違いが判別しやすくなるという。これは、黄色であれば一般の人達と同様に区別できることによる。

　このように、配色に注意することが、まず重要であるが、線の太さや種類の変更、アイコンや文字などの情報の付加など、情報に冗長性を持たせることでも、色に関するバリアを低くすることが可能である。
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